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初
期
有
部
阿
毘
達
磨
仏
教
の
状
況
(下
)
桝
田
善
夫
前
稿
(
上
)
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
報
告
を
通
じ
て
、
西
北
イ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
初
期
有
部
阿
毘
達
磨
仏
教
の
状
況
と
し
て
、
カ
シ
ュ
ミ
ー
ラ
国
毘
婆
沙
師
、
ガ
ソ
ダ
ー
ラ
国
毘
婆
沙
師
、
さ
ら
に
西
方
師
と
い
う
三
つ
の
学
派
の
存
在
が
想
定
で
き
た
。
こ
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
存
在
を
裏
づ
け
る
実
事
は
、
発
智
論
・
大
毘
婆
沙
論
の
十
五
心
見
道
説
、
八
腱
度
論
・
外
国
師
の
十
六
心
見
道
説
、
集
異
門
足
論
・
西
方
諸
師
の
十
七
心
見
道
説
に
如
実
に
見
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
こ
れ
等
三
学
派
の
存
在
は
、
阿
毘
達
磨
学
の
各
重
要
項
目
の
解
釈
に
密
接
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
い
ま
だ
そ
の
存
在
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
十
分
に
認
め
ら
れ
て
い
ず
、
そ
れ
等
三
学
派
の
関
係
に
つ
い
て
、
又
そ
の
具
体
的
な
思
想
内
容
に
つ
い
て
も
未
知
と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
前
稿
に
引
き
続
い
て
、
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
存
在
を
表
現
す
る
様
な
実
例
を
取
り
上
げ
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
業
果
　
　
ぬ
　
ぬ
　
　
　
　
　
(纛
撫
黼
無゚
漏
…
攤
蠡゚
簍゚
○
無
漏
無
漏
等
流
・
離
繋
(×無
漏
有
漏
無
×
無
漏
有
漏
・
無
漏
…
…
無
　
　
ぬ
　
ぬ
　ぬ
　
　
ぬ
　
ぬ
いぬ
ミ
ミ
な
い
(纛
驫
1
飜
繍
こ
の
発
智
論
・
大
毘
婆
沙
論
で
は
、④
の
様
に
原
因
で
あ
る
業
が
有
漏
の
時
、
有
漏
と
無
漏
の
結
果
に
等
流
果
・
異
熟
果
・
離
繋
果
は
認
め
る
が
、
⑤
の
原
因
な
る
業
の
有
漏
と
無
漏
で
あ
る
時
に
は
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
無
漏
果
は
認
め
て
い
な
い
。
こ
れ
を
さ
ら
に
図
式
化
す
れ
ぽ
図
①
の
様
に
な
る
。
大
毘
婆
沙
論
の
項
目
で
示
せ
ば
、
「
第
四
編
業
蘊
」
「
第
四
章
表
業
無
表
業
に
関
す
る
論
究
」
「第
五
節
有
漏
・
無
漏
業
と
有
漏
・
無
漏
法
と
の
因
果
関
係
」
に
見
ら
れ
る
各
論
書
の
相
違
点
が
そ
の
代
表
的
な
実
例
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
発
智
論
と
大
毘
婆
沙
論
本
論
と
は
、
こ
こ
で
八
腱
度
論
と
大
き
な
教
学
的
相
違
を
見
せ
る
の
で
あ
る
。
発
智
論
(
大
正
二
六
・
九
七
九
b
)
大
毘
婆
沙
論
(
大
正
二
七
・
六
四
〇
b
～
c
)
「
頗
業
有
漏
、
有
漏
果
耶
。
答
有
。
謂
等
流
異
熟
果
。
頗
業
有
漏
、
無
漏
果
耶
。
答
有
。
謂
離
繋
果
。
頗
業
有
漏
、
有
漏
無
漏
果
耶
。
答
有
。
謂
等
流
異
熟
離
繋
果
。
頗
業
無
漏
、
無
漏
果
耶
。
答
有
。
謂
等
流
離
繋
果
。
頗
業
無
漏
、
有
漏
果
耶
。
答
無
。
頗
業
無
漏
、
有
漏
無
漏
果
耶
。
答
無
。
頗
業
有
漏
無
漏
、
有
漏
無
漏
果
耶
。
答
無
。
頗
業
有
漏
無
漏
、
有
漏
果
耶
。
答
無
。
頗
業
有
漏
無
漏
、
無
漏
果
耶
。
答
無
。」
こ
の
文
章
の
内
容
だ
け
を
略
図
化
す
る
と
次
の
様
に
な
る
。
図 ①
 
こ
れ
に
対
し
て
大
毘
婆
沙
論
中
に
引
用
す
る
西
方
諸
師
は
、
次
の
様
に
説
い
て
い
る
。
大
毘
婆
沙
論
中
の
西
方
諸
師
説
(
大
正
二
七
・
六
四
〇
b
～
c
)
「
頗
有
二
業
有
漏
有
漏
果
一耶
。
答
有
。
IIC
等
流
異
熟
果
。
頗
有
二
業
有
漏
無
漏
果
一耶
。
答
有
。
謂
離
繋
果
。
m
頗
有
二
業
有
漏
有
漏
無
漏
果
一
耶
。
答
無
。
頗
有
二
業
無
漏
無
漏
果
一耶
。
答
有
。
謂
等
流
離
繋
果
。
頗
有
二
業
無
漏
有
漏
果
一耶
。
答
無
。
頗
有
二
業
無
漏
有
漏
無
漏
果
一耶
。
答
無
。
頗
有
二
業
有
漏
無
漏
有
漏
無
漏
果
一耶
。
答
無
。
頗
有
二
業
有
漏
無
漏
有
漏
果
一
耶
。
答
無
。
頗
有
二
業
有
漏
無
漏
無
漏
果
一耶
。
答
有
。
謂
離
繋
果
。
」
こ
れ
を
略
図
化
す
る
と
次
の
様
に
な
る
。
業
果
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
　
　
へ　
ハ
(纛
撫
黼
無゚
轟
繋
　
　
ぬ
ぬ
　ぬ
　
　
り
　
　
や
(驫
鮪
黼
無゚
漏
…
無
　
　
ぬ
　
　
ぬ
　
　
ぬ
　
　
ぬ
ミ
のぬ
　
(働
飜
驫
1
飜
騰
繋
図 ②
こ
の
西
方
諸
師
の
説
は
、
◎
で
原
因
の
業
が
有
漏
の
時
、
結
果
と
し
て
の
有
漏
・
無
漏
果
は
認
め
な
い
が
、
③
で
は
業
の
有
漏
・
無
漏
の
時
、
結
果
の
離
繋
果
を
無
漏
果
と
し
て
認
め
て
い
る
。
こ
の
説
は
、
先
の
発
智
論
・
大
毘
婆
沙
論
本
論
に
対
し
て
ま
っ
た
く
逆
の
立
場
を
取
っ
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
略
図
化
す
れ
ば
図
②
の
様
に
な
る
。
(
図
②
の
◎
を
①
に
訂
正
)
続
い
て
八
腱
度
論
は
、
こ
れ
等
二
説
に
対
し
て
ま
っ
た
く
違
っ
た
説
を
取
っ
て
い
る
。
八
腱
度
論
(
大
正
二
六
・
八
五
一
b
)
「頗
有
漏
行
有
漏
果
耶
。
答
日
有
。
謂
所
依
果
報
果
。
頗
有
漏
行
無
漏
果
耶
。
答
日
有
。
解
脱
果
。
頗
有
漏
行
有
漏
無
漏
果
耶
。
答
日
有
。
謂
所
依
果
報
果
解
脱
果
。
頗
無
漏
行
無
漏
果
耶
。
答
日
有
。
所
依
果
解
脱
果
。
頗
無
漏
行
有
漏
果
耶
。
答
日
無
。
頗
無
漏
行
有
漏
無
漏
果
耶
。
答
日
無
。
頗
有
漏
無
漏
行
有
漏
無
漏
果
耶
。
答
日
無
。
頗
有
漏
無
漏
行
有
漏
果
耶
。
答
日
無
。
頗
有
漏
無
漏
行
無
漏
果
耶
。
答
日
有
。
解
脱
果
。
」
こ
れ
を
略
図
化
す
れ
ば
次
の
様
に
な
る
。
業
果
　
　
ぬ
　
ぬ
　
ゆ　
の
　
　
　
(纛
繋
゜
隷
蠡
肇゚
○
無
漏
無
漏
等
流
・
離
繋
(×無
漏
有
漏
無
×
無
漏
有
漏
・
無
漏
…
無
　
　
ぬ
　
　
ぬ
　
　
ぬ
　
な
いぬ
ミ
　
な
　
(韈
轡
飜
驟繋
こ
れ
等
の
文
章
か
ら
八
腱
度
論
は
、
⑤
で
発
智
論
・
大
毘
婆
沙
論
本
論
が
有
漏
業
・
無
漏
業
か
ら
無
漏
果
を
許
し
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
①
の
個
所
で
そ
れ
を
認
め
、
又
西
方
諸
師
が
◎
で
有
漏
業
か
ら
有
漏
果
.
無
漏
果
を
許
し
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
◎
で
そ
れ
を
認
め
る
と
様
な
非
常
に
寛
容
な
態
度
を
取
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
略
図
化
す
れ
ば
図
③
の
様
に
な
る
。
4
図 ③
こ
の
発
智
論
・
大
毘
婆
沙
論
本
論
と
西
方
諸
師
の
説
が
異
な
る
理
由
と
し
て
、
次
の
様
な
説
明
を
大
毘
婆
沙
論
で
は
述
べ
て
い
る
。
ま
ず
西
方
諸
師
説
か
ら
以
下
取
り
上
げ
る
。
(
傍
線
は
筆
者
)
「
西
方
諸
師
作
二
如
レ
是
説
司
此
中
依
二
多
因
一
果
一而
作
レ
論
。
…
…
所
以
者
何
。
此
中
依
二
多
因
一
果
一而
作
レ論
。
故
無
二
如
レ
是
果
体
是
有
漏
亦
無
漏
↓
如
レ無
二此
果
司
亦
無
一
此
因
ご
(
大
正
二
七
・
六
四
〇
c
)
こ
の
西
方
諸
師
は
、
多
因
一
果
説
に
依
る
故
に
④
の
有
漏
・
無
漏
業
か
ら
無
漏
果
は
認
め
る
が
、
◎
の
有
漏
業
か
ら
有
漏
・
無
漏
果
は
認
め
な
い
と
す
る
。
原
因
の
複
数
で
あ
る
こ
と
は
認
め
る
が
、
結
果
は
単
数
し
か
認
め
て
い
な
い
。
こ
の
学
派
の
取
る
立
場
の
特
徴
が
明
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
発
智
論
・
大
毘
婆
沙
論
本
論
の
立
場
は
、
次
の
様
に
説
明
し
て
い
る
。
「迦
湿
弥
羅
国
諸
論
師
言
、
此
中
依
二
一
因
多
果
一作
レ論
。
…
…
所
以
者
何
。
此
中
依
二
一
因
多
果
一
而
作
レ
論
。
故
無
二如
レ
是
因
体
是
有
漏
是
無
漏
殉
如
下
無
二
此
因
↓
亦
無
巾
此
果
加
」
(
大
正
二
七
・
六
四
〇
b
～
c
)
先
の
西
方
諸
師
説
と
は
反
対
に
、
こ
こ
で
は
一
因
多
果
説
に
依
る
が
故
に
④
の
有
漏
業
か
ら
有
漏
果
は
認
め
る
が
、
⑤
の
有
漏
・
無
漏
業
か
ら
無
漏
果
は
認
め
な
い
と
す
る
。
因
を
重
要
視
す
る
所
か
ら
こ
の
学
派
は
こ
の
様
な
一
因
多
果
説
と
い
う
立
場
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
等
両
学
派
に
対
し
て
、
八
腱
度
論
は
自
己
の
立
場
を
説
明
し
て
い
な
い
が
、
多
因
一
果
説
、
一
因
多
果
説
の
両
者
を
認
め
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
見
て
き
た
所
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
さ
ら
に
思
想
的
に
分
析
し
て
み
る
と
、
カ
シ
ュ
ミ
ー
ラ
国
諸
論
師
が
一
因
多
果
説
の
立
場
を
取
り
、
有
漏
業
の
有
漏
・
無
漏
果
へ
の
展
開
の
み
を
許
す
こ
と
は
、
仏
教
自
身
が
い
つ
も
問
題
に
し
て
い
る
凡
夫
が
仏
陀
に
な
る
と
言
う
有
漏
1
↓
無
漏
へ
の
展
開
に
対
し
て
、
無
漏
1
↓
無
漏
へ
の
展
開
、
つ
ま
り
悟
り
や
修
行
道
に
対
す
る
関
心
よ
り
も
、
有
漏
1
↓
有
漏
へ
の
世
俗
で
の
展
開
に
よ
り
大
き
な
関
心
が
払
わ
れ
て
い
る
の
で
は
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
の
有
漏
1
↓
無
漏
へ
の
展
開
を
問
題
と
す
る
が
、
そ
の
中
で
有
漏
1
↓
有
漏
に
関
心
を
払
う
裏
に
は
、
無
漏
1
↓
無
漏
へ
の
展
開
に
対
し
て
考
慮
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
西
方
諸
師
が
多
因
一
果
説
を
方
法
論
と
し
て
取
り
、
有
漏
・
無
漏
業
の
無
漏
果
へ
の
展
開
の
み
を
許
す
こ
と
は
、
凡
夫
が
仏
陀
に
な
る
有
漏
ー
↓
無
漏
へ
の
展
開
の
中
で
、
無
漏
1
↓
無
漏
に
対
し
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
だ
が
、
現
実
は
あ
く
ま
で
も
有
漏
i
↓
有
漏
へ
の
連
続
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
中
で
無
漏
を
問
題
と
す
る
こ
と
は
、
悟
り
の
究
明
で
あ
る
と
共
に
、
悟
り
の
体
系
付
け
を
目
差
し
て
い
た
為
に
こ
の
様
な
方
法
論
を
取
っ
た
も
の
と
言
え
る
。
へ
さ
ら
に
言
え
ぽ
、
カ
シ
ュ
ミ
ー
ラ
国
諸
論
師
が
因
を
重
要
視
す
る
こ
と
は
、
有
漏
1
↓
無
漏
に
展
開
し
う
る
有
漏
と
は
何
で
あ
る
の
か
と
す
る
現
実
の
究
明
で
あ
る
と
共
に
、
悟
り
が
現
実
に
対
し
て
如
何
な
る
作
用
を
及
ぼ
し
、
有
漏
で
あ
る
主
体
が
如
何
な
る
可
能
性
の
も
と
に
現
実
と
関
わ
っ
て
い
る
の
か
と
言
う
問
題
解
明
の
為
に
こ
の
様
な
因
果
関
係
を
取
っ
た
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
別
な
言
葉
で
表
現
す
る
と
、
西
方
諸
師
が
多
因
一
果
説
を
方
法
論
と
し
て
取
る
こ
と
は
、
仏
陀
入
滅
以
来
問
題
と
な
っ
て
い
た
「悟
り
」
と
言
う
、
一
つ
の
実
践
的
要
求
、
乃
至
関
心
を
解
明
す
る
為
に
、
必
要
可
能
な
知
識
と
方
法
の
探
索
・
検
討
に
よ
る
問
題
追
求
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
カ
シ
ュ
ミ
ー
ラ
国
諸
論
師
が
一
因
多
果
説
を
方
法
論
と
し
て
取
る
こ
と
は
、
確
認
さ
れ
て
い
る
経
験
の
諸
法
則
・
研
究
方
法
か
ら
、
多
く
の
悟
り
へ
の
可
能
性
、
未
知
の
領
域
へ
の
方
法
論
の
適
用
と
も
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
八
腱
度
論
が
、
カ
シ
ュ
ミ
ー
ラ
国
諸
論
師
の
一
因
多
果
説
、
西
方
諸
師
の
多
因
一
果
説
の
両
者
を
認
め
る
こ
と
は
、
因
果
の
関
係
に
対
し
て
混
乱
を
生
じ
さ
せ
る
態
度
で
あ
る
と
言
え
る
し
、
縁
起
に
対
し
て
否
定
的
態
度
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
又
因
と
果
の
ど
ち
ら
に
も
等
し
く
関
心
を
払
う
こ
と
は
、
時
間
的
に
現
在
刹
那
的
で
あ
り
、
さ
ら
に
人
間
の
主
体
性
に
つ
い
て
多
く
の
関
心
が
払
わ
れ
て
い
る
為
と
も
推
定
で
き
る
。
む
し
ろ
因
果
の
関
係
と
言
う
理
論
的
関
心
よ
り
も
宗
教
的
な
も
の
に
よ
り
多
く
の
考
慮
が
払
わ
れ
て
い
る
為
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
様
な
立
場
か
ら
悟
り
の
体
系
化
を
目
差
す
所
に
八
腱
度
論
の
特
性
の
あ
る
こ
と
、
又
カ
シ
ュ
r/
,-
ラ
国
毘
婆
沙
師
と
の
間
で
摩
擦
の
生
じ
る
結
果
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
「新
旧
両
毘
婆
沙
論
に
於
け
る
一
・
二
の
相
違
点
に
つ
い
て
」
(
印
度
学
仏
教
学
研
究
第
三
十
巻
第
二
号
)
で
見
た
所
で
あ
っ
た
。
以
上
、
前
稿
で
の
西
北
イ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
初
期
有
部
阿
毘
達
磨
学
の
三
つ
の
学
派
の
想
定
に
引
き
続
い
て
、
三
学
派
の
存
在
が
実
際
に
確
認
で
き
る
実
例
を
取
り
上
げ
、
相
違
点
を
分
析
し
て
み
た
。
こ
の
相
違
は
先
の
実
例
に
留
ま
ら
ず
に
さ
ら
に
多
く
の
実
例
か
ら
引
き
出
せ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
三
学
派
の
具
体
的
な
関
係
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
又
こ
れ
等
の
学
派
は
さ
ら
に
細
分
化
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
三
学
派
の
初
期
阿
毘
達
磨
仏
教
成
立
に
果
た
し
た
役
割
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
っ
た
問
題
は
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
